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『
渓
山
琴
況
』

ー
ー
ー
特
に
演
奏
美
学
か
ら
の
研
究
｜
｜

に
お
け
る

「
和
」に
つ
い
て

長
沢
滋
子

琴
は
悠
久
の
歴
史
を
持
ち
、
そ
の
来
源
は
神
話
の
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
「
昔
、
伏
義
琴
を
作
る
」
（
『
琴
操
』
）
、
「
神

農
琴
を
作
る
」
（
『
風
俗
通
』
引
「
世
本
」
）
「
昔
、
舜
五
絃
の
琴
を
作
り
、
以
っ
て
南
風
を
歌
う
」
（
『
礼
記
』
「
楽
記
」
）

と
、
琴
の
創
始
者
に

関
し
て
は
様
々
な
伝
説
が
あ
る
が
、
そ
の
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
琴
は
、
「
雅
琴
は
楽
の
統
な
り
。
八
音
と
並
び
行
わ
る
。
然
れ

ど
も
君
子
が
常
に
御
す
る
所
の
者
は
、
琴
最
も
親
密
に
し
て
身
よ
り
離
さ
ず
」
（
『
風
俗
通
』
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
士
人
の
生
活
に
最
も
関

い
。
晋
の
陶
淵
明
が
無
絃
琴
を
い
つ
も
傍
ら
に
置
い
て
、

酒
が
ま
わ
る
た
び
に
そ
れ
を
引
き
寄
せ
撫
す
形
を
し
、
気
持
ち
を
寄
せ
た
と
い
う-40ー

係
の
深
い
楽
器
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
き
た
。
漢
の
司
馬
相
如
、
貌
の
哲
康
、
晋
の
戴
蓬
な
ど
、
琴
を
善
く
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
文
人
は
数
多

逸
話
な
ど
か
ら
、
当
時
の
文
人
間
に
お
け
る
琴
の
流
行
が
う
か
が
わ
れ
る
。

琴
は
、
筆
や
琵
琶
な
ど
異
国
か
ら
伝
来
の
楽
器
と
は
違
い
、
中
国
古
来
の
も
の
と
し
て
、
中
華
の
音
と
い
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
孔
子
以

来
の
儒
家
的
要
素
に
、
老
荘
を
加
味
し
、
さ
ら
に
、
後
に
は
仏
教
を
も
包
含
し
て
明
代
に
到
り
、
記
譜
、
指
法
、
美
学
な
ど
が
整
理
さ
れ
て

「
琴
学
」
と
し
て
大
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

琴
に
は
い
く
つ
か
の
興
隆
期
が
あ
る
。
唐
代
は
、
琴
の
記
譜
法
や
指
法
が
発
展
し
た
時
代
で
あ
る
。
一
方
琴
の
幽
玄
な
趣
、
静
か
な
山
水

の
美
と
の
調
和
は
詩
人
達
に
好
ま
れ
、
詩
中
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
常
建
の
「
江
上
琴
興
」
、
王
維
の
「
竹
里
館
」
、
白
居
易
の
「
聴
琴
」
な



ど
、
枚
挙
に
暇
は
な
い
。
次
の
宋
代
は
、
記
譜
法
の
完
成
に
よ
り
、
現
在
の
琴
の
音
楽
の
基
礎
が
完
成
さ
れ
た
重
要
な
時
期
で
あ
る
が
、
同

時
に
、
琴
の
精
神
面
が
重
視
さ
れ
、
琴
を
弾
く
場
所
か
ら
座
り
方
、
服
装
に
到
る
ま
で
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
時
代
、
朱
長
文
の

『
琴
史
」
な
ど
多
く
の
琴
論
の
出
現
を
み
た
。明
代
は
、
宋
代
の
精
神
的
要
素
の
重
視
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
琴
譜
の
刊
行
も
盛
ん
に
な
り
、

多
く
の
琴
派
が
生
ま
れ
、
琴
に
携
わ
る
人
口
も
増
え
て
、
技
巧
も
複
雑
に
な
り
、
琴
が
器
楽
的
に
も
発
展
し
た
時
代
と
い
え
る
。

今
回
こ
の
論
文
に
取
り
上
げ
た
『
渓
山
琴
況
』
と
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
を
受
け
て
、
清
初
に
刊
行
さ
れ
た
「
太
還
閣
琴
譜
』
中

に
収
め
ら
れ
る
琴
の
美
学
に
関
す
る
著
作
で
あ
る
。
『
太
還
閣
琴
譜
』
の
編
纂
者
は
徐
上
滅
と
い
う
人
物
で
、
こ
の
琴
譜
は
彼
の
号
の
青
山
を

取
っ
て
『
青
山
琴
譜
』
と
も
い
う
。
本
論
で
主
に
拠
っ
た
の
は
、
「
琴
曲
集
成
』
第
十
冊
（
文
化
部
文
学
芸
術
研
究
院
音
楽
研
究
所
・
北
京
古

琴
研
究
会
編
）
中
に
収
め
る
、
天
津
李
允
中
所
蔵
禁
刻
早
印
本
影
印
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
、
禁
統
栄
「
青
山
琴
譜
序
」
（
康
黙
十
二
年
）
、

生
琴
譜
序
」
。
「
凡
例
」
、
「
渓
山
琴
況
」
、
琴
譜
三
十
二
曲
で
あ
り
、

さ
ら
に
「
万
峯
閣
指
法
悶
筆
」
徐
氏
自
序
、
「
万
峯
閣
指
法
悶
筆
」
、
「
左-41-

勅
伝
錦
序
（
康
照
十
七
年
）
、
伊
桓
序
、
徐
愈
「
学
琴
説
」
、
銭
棄
序
（
明
崇
禎
十
四
年
）
、
陸
符
序
（
明
崇
禎
十
七
年
）
、
夏
湾
「
徐
青
山
先

右
手
二
十
勢
図
説
」
、
「
弾
琴
規
範
」
五
則
、
彰
士
聖
序
を
呉
釧
蔵
本
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
。

こ
の
「
太
還
閣
琴
譜
』
の
よ
う
に
、
琴
譜
の
中
に
は
楽
譜
の
他
に
、
指
法
や
琴
の
美
学
、
琴
式
（
琴
の
形
）
、
弾
琴
規
則
、
音
律
、
な
ど
に

つ
い
て
の
専
門
著
述
を
一
緒
に
収
め
て
い
る
場
合
が
多
い
。
琴
の
専
門
著
述
の
最
古
の
も
の
は
、
漢
代
の
禁
邑
（
一
三
三
年i

一
九
二
年
）

の
『
琴
論
』
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
以
来
形
成
さ
れ
て
き
た
琴
の
理
論
書
の
流
れ
の
中
で
、
『
渓
山
琴
況
』
は
演
奏
美
学
に
関
す
る
ま
と
ま
っ

た
著
述
で
あ
る
と
い
う
点
に
、
際
立
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
徐
上
誠
に
至
る
ま
で
、
琴
の
音
楽
美
学
思
想
は
、
春
秋
の
萌
芽
期
、
戦
国
期
を
経

て
、
『
札
記
」
「
楽
記
」
に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
た
儒
家
の
音
楽
思
想
と
、
税
山
康
の
「
声
無
哀
楽
論
」
に
よ
っ
て
発
展
し
た
道
家
の
音
楽
思
想

の
両
者
を
継
承
し
発
展
し
た
。
「
渓
山
琴
況
』
は
、そ
れ
ま
で
断
片
的
で
あ
っ
た
琴
の
美
学
に
新
た
に
演
奏
芸
術
と
い
う
観
点
を
加
え
て
、
二



十
四
条
一
つ
一
つ
の
準
則
を
詳
し
く
論
じ
、
相
互
に
緊
密
な
関
連
を
有
す
る
独
自
の
芸
術
性
を
持
っ
た
体
系
的
理
論
を
形
成
し
て
、
「
い
か
に

演
奏
す
れ
ば
最
高
の
美
に
到
達
で
き
る
か
」
と
い
う
演
奏
芸
術
の
方
法
論
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
基
礎
と
し
て
、
『
渓
山
琴
況
』
の
二
十
四
の
準
則
の
中
で
も
、
著
者
が
そ
の
筆
頭
に
挙
げ
、
総
論
と
し
て

(2
) 

最
も
多
く
紙
面
を
割
い
て
い
る
〈
①
和
〉
を
中
心
と
し
て
取
り
上
げ
、
『
渓
山
琴
況
』
の
大
綱
と
考
え
ら
れ
る
「
和
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、

特
に
演
奏
美
学
の
方
面
か
ら
探
求
し
た
い
。

『
渓
山
琴
況
』
は
二
十
四
条
か
ら
成
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
で
琴
の
精
神
的
側
面
と
格
調
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を
中
心
に
論
じ
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
後
半
で
、
形
と
し
て
表
れ
る
音
楽
、
技
術
の
面
を
論
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
構
成
を
図

示
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
和
、
②
静
、
③
清
、
④
遠
、
⑤
古
、
⑥
港
、
⑦
情
、
⑧
逸
、
⑨
雅

‘一一

⑬
麗
、
⑪
亮
、
⑫
采

〔
美
音
に
つ
い
て
〕

⑬
潔
、
⑬
潤
、
⑬
圏
、
⑬
堅

〔
指
法
に
つ
い
て
〕

⑪
宏

⑬
細
、
⑬
溜

⑫
健
、
＠
軽

⑫
重
、
⑫
遅

⑫ 
速

〔
対
比
〕



特
に
前
半
は
、
後
半
に
く
ら
べ
て
、
演
奏
者
の
精
神
や
格
調
と
い
う
、
よ
り
根
本
的
な
問
題
を
論
じ
て
い
る
が
、そ
の
中
で
も
〈
①
和
〉

は
、
二
十
四
条
の
最
初
に
置
か
れ
、
琴
の
最
も
重
ん
ず
る
べ
き
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
著
者
は
明
確
に
述
べ
て
い
る
。

稽
古
至
聖
、
心
通
造
化
、
徳
協
神
人
、
理
一
身
之
性
情
、
以
理
天
下
人
之
性
情
、
於
是
製
之
為
琴
。
其
所
首
重
者
、
和
也
。
〈
①
和
〉
（
古

代
の
至
高
の
聖
人
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
と
、
心
は
造
化
に
通
じ
、
徳
は
神
人
と
合
し
、
我
が
身
の
性
情
を
治
め
、そ
れ
を
も
っ
て

天
下
の
人
の
性
情
を
治
め
る
の
に
、
琴
と
い
う
楽
器
を
製
作
し
た
。
そ
の
最
も
重
ん
ず
る
の
は
、
和
で
あ
る
。
）

で
は
、
「
和
」
と
は
何
か
。

和
也
者
、
其
衆
音
之
簸
舎
、
而
優
柔
平
中
之
葉
簡
子
。
〈
①
和
〉
（
和
は
、
多
く
の
音
の
集
ま
る
穴
で
、
優
柔
、
平
中
の
徳
を
送
り
出
す43-

ふ
い
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
）

著
者
は
、
こ
の
「
和
」
に
至
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
ま
ず
楽
器
の
演
奏
に
お
い
て
最
も
基
本
的
技
術
と
思
わ
れ
る
調
弦
に
つ
い
て
詳
し

く
論
じ

き
ら
に
絃

（
楽
器
）
、
指
（
指
法
）
、
音
（
音
理
）
、
意
（
音
意
）とい
う
四
つ
の
要
素
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。

其
所
以
和
者
、
三
。
日
、
絃
輿
指
合
、
指
奥
音
合
、
音
輿
意
合
。
〈
①
和
〉
（
さ
ら
に
和
と
い
う
も
の
を
追
求
す
る
と
、それ
は
三
つ
あ

る
。
絃
と
指
が
合
い
、
指
と
音
が
合
い
、
音
と
意
が
合
う
と
、
和
と
な
る
の
で
あ
る
。
）

8

絃
。
と
い
う
の
は
琴
の
絃
の
こ
と
で
あ
り
、
演
奏
す
る
楽
器
で
あ
る
。
グ
指
。
は
演
奏
す
る
人
間
の
指
そ
の
も
の
を
指
す
場
合
と
、
運
指
・

指
法
に
つ
い
て
指
す
場
合
と
が
あ
る
。
グ
音
。
は
音
楽
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
音
律
や
楽
曲
の
理
論
を
も
含
ん
で
い
る
。
グ
意4
に
つ
い
て

は
こ
こ
で
は
音
楽
の
意
、

つ
ま
り
曲
の
情
趣
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

著
者
は
こ
れ
ら
四
つ
の
要
素
に
よ
る
「
絃
輿
指
合
」
、
「
指
輿
音
合
」
、
「
音
輿
意
合
」
と
い
う
和
合
を
論
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
琴
に
求
め



ら
れ
る
「
和
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
技
術
を
修
練
し
、
演
奏
芸
術
の
上
で
理
想
的
な
「
和
」
を
具
体
的
に
表
現
し

て
い
く
か
、

と
い
う
明
確
な
方
法
論
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
『
渓
山
琴
況
』
の
〈
①
和
〉
で
著
者
の
論
ず
る
「
絃
輿
指
合
」
、
「
指
輿
音
合
」
、

「
音
輿
意
合
」
と
い
う
三
つ
の
「
和
」
に
つ
い
て
詳
し
い
分
析
を
試
み
た
い
。

(1) 

「
絃
輿
指
合
」

夫
絃
有
性
、
欲
順
而
忌
逆
、
欲
賓
而
忌
虚
、
若
縛
者
注
之
、
上
者
下
之
、
順
不
順
・
：
往
来
動
宕
恰
如
腰
漆
、絃輿
指
合
〈
①
和
〉
（
そ
も

そ
も
絃
に
は
性
質
が
あ
る
。
「
順
」
を
好
み
「
逆
」
を
嫌
う
。
「
実
」
を
好
み
「
虚
」
を
嫌
う
。
も
し
、
〈
紳
〉
の
と
こ
ろ
に
〈
注
〉
を
し
、

(4
) 

の
と
こ
ろ
に
〈
下
〉
を
す
れ
ば
、
順
で
は
な
い0

・
：
往
来
、
運
指
が
腰
漆
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
絃
と
指
は
互
い
に
和
と
な
る
の

〈
上
〉

-44-

で
あ
る
。
）

ま
ず
最
初
は
汐
絃
。
と
汐
指
。
の
「
和
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
論
の
中
心
は
、
庁
指
。
す
な
わ
ち
運
指
法
に
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
，
指
。

を
音
の
鍵
を
握
る
も
の
と
し
て
非
常
に
重
視
し
、
す
ぐ
れ
た
音
楽
の
根
本
は
グ
指
。
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

未
始
是
指
、
未
始
非
指
、
不
即
不
離
、
要
言
妙
道
、
固
在
指
上
。
〈
⑬
潔
〉
（
初
め
か
ら
指
ば
か
り
を
重
ん
じ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
初

め
か
ら
指
を
無
み
す
る
の
で
は
な
い
。
〔
指
の
技
能
と
音
は
〕
不
即
不
離
の
関
係
で
あ
り
、
極
意
を
言
え
ば
や
は
り
指
に
あ
る
の
だ
。
）

し
か
し
、

そ
の
指
法
も
勝
手
に
用
い
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
制
限
す
る
の
が
グ
絃
。
と
い
う
楽
器
の
性
質
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

①
性
質
に
さ
か
ら
わ
な
い
自
然
き
、
②
腰
漆
の
よ
う
な
楽
器
と
の
一
体
感
、
が
ま
ず
運
指
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
無
声
不
深
、
無

弾
不
磨
」
（
一
つ
と
し
て
洗
い
清
め
て
い
な
い
音
は
な
く
、研
磨
を
経
な
い
で
弾
く
事
は
な
い
。
）
と
い
う
ま
で
の
指
の
修
練
を
し
て
こ
そ
、



絃
と
指
の
「
和
」
が
実
現
で
き
る
の
で
あ
る
。

q
L
 指

法
と
い
う
技
術
を
習
得
し
た
後
、
著
者
が
次
に
重
視
す
る
の
は
音
律
、
音
楽
の
理
論
で
あ
る
。

「
指
輿
音
合
」

音
有
律
、
或
在
徽
、
或
不
在
徽
、
固
有
分
数
以
定
。
若
混
而
不
明
、
和
が
何
出
。
篇
中
有
度
、
句
中
有
候
、
字
中
有
肯
。
音
理
甚
微
、

若
乱
而
無
序
、
和
又
何
生
。
〈
①
和
〉
（
音
に
は
一
定
の
音
位
が
あ
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
徽
（
左
手
の
押
さ
え
の
目
印
）
の
位
置
に
あ

(5
) 

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
徽
の
位
置
に
無
い
こ
と
も
あ
る
。
〔
徽
の
位
置
に
無
い
場
合
は
〕
固
有
の
分
数
が
あ
っ
て
、
位
置
を
定
め
て
い
る
。

も
し
、

入
り
混
じ
っ
て
区
別
が
な
く
な
れ
ば
、
和
は
ど
こ
に
現
れ
る
だ
ろ
う
か
。
楽
曲
に
は
一
定
の
長
き
が
あ
り
、フ
レ
ー
ズ
に
は
一

定
の
時
間
が
あ
り
、
琴
譜
の
一
つ
の
字
の
中
に
は
、
要
所
が
あ
る
。
音
理
は
微
妙
な
も
の
で
あ
る
。
も
し
乱
れ
て
秩
序
が
無
く
な
れ
ば
、

こ
こ
で
著
者
は
①
正
し
い
音
位
を
按
じ
、
正
確
な
音
を
出
す
事
、
②
琴
譜
そ
の
も
の
の
持
つ
理
論
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
、そ
の
自
然
な
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和
は
ど
こ
に
生
じ
よ
う
。
）

要
求
に
従
っ
て
指
法
を
用
い
、
演
奏
を
行
う
べ
き
で
あ
る
事
、
を
述
べ
て
い
る
。
著
者
の
音
律
・
理
論
の
重
視
は
、
『
太
還
閣
琴
譜
」
の
そ
の

他
の
箇
所
に
も
見
ら
れ
る
。

訂
譜
一
事
、
須
先
知
琴
理
而
後
不
謬
。
蓋
著
音
、
要
明
分
数
、
要
準
勾
刻
抹
挑
、
要
排
順
逆
吟
猿
縛
注
：
・
〈
凡
例
〉
（
楽
譜
の
校
訂
と
い

う
作
業
は
、
ま
ず
琴
の
理
論
を
知
れ
ば
、
誤
り
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
音
を
書
き
あ
ら
わ
す
時
に
は
、
分
数
を
明
き
ら
か

し

〔
右
指
法
の
〕
勾
・
刻
・
抹
・
挑
に
依
り
、
順
と
逆
、（
左
指
法
の
〕
吟
・
猿
・
縛
・
注
を
弁
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

・
：
）

著
者
は
楽
譜
と
い
う
も
の
を
重
視
し
、
そ
の
正
確
き
に
対
し
て
、
非
常
に
神
経
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
楽
曲
、
フ
レ
ー
ズ
、

そ

し
て
琴
譜
の
一
宇
一
字
に
ま
で
注
意
を
払
い
、

そ
の
秩
序
に
し
た
が
っ
た
音
位
・
指
法
・
速
度
、
リ
ズ
ム
と
い
う
も
の
を
考
え
、そ
こ
に
完



成
き
れ
た
楽
譜
に
従
っ
て
鍛
練
を
積
ん
だ
指
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
指
と
音
の
「
和
」
と
い
う
境
地
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(3) 

「
音
輿
意
合
」

音
従
意
転
、
意
先
手
音
、
音
随
乎
意
、
持
衆
妙
蹄
罵
。
故
欲
用
其
意
、
必
先
練
其
音
、
練
其
音
而
後
能
沿
其
意
。
・
：
此
皆
以
音
之
精
義
、

而
謄
意
之
深
微
。
其
有
得
之
絃
外
者
、
輿
山
峡
設
、而
謀
説
影
現
、
輿
水
相
函
濡
、
而
洋
洋
術
悦
、
暑
可
饗
也
、
虚
堂
疑
雪
。
寒
可
回

也
。
草
閣
流
春
。
〈
①
和
〉
（
音
は
意
に
従
っ
て
変
化
す
る
。
意
は
音
に
先
ん
じ
、
音
は
意
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
、さま
ざ
ま
な
す
ば

ら
し
い
味
わ
い
を
曲
に
表
現
す
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
そ
の
意
を
表
現
し
よ
う
と
思
え
ば
、
ま
ず
音
に
習
熟
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
習
熟
し
て
後
、

そ
の
曲
の
意
を
十
分
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
：
・
こ
れ
ら
は
す
べ
て
音
の
細
密
で
純
粋

な
理
で
、
意
の
深
く
微
か
な
と
こ
ろ
に
相
応
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
絃
外
に
会
得
し
て
琴
を
弾
ず
る
と
す
る
と
、
〔
山
を
表
現
す
れ
ば
〕

表
現
す
れ
ば
〕
暑
さ
を
転
じ
て
ひ
っ
そ
り
と
し
た
部
屋
に
雪
が
降
っ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
、
〔
春
を
表
現
す
れ
ば
〕
寒
さ
を
変
じ
て
、-46-

山
と
映
り
合
っ
て
、
高
大
な
る
姿
が
現
れ
、

（
川
を
表
現
す
れ
ば
〕
川
と
浸
し
あ
っ
て
疋
洋
た
る
さ
ま
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
（
雪
を

た
か
ど
の
に
春
を
漂
わ
せ
る
。
）

先
に
ω

、

ω
で
述
べ
た
よ
う
に
、
楽
器
・
指
法
の
鍛
練
・
音
理
の
把
握
と
い
う
音
楽
的
要
求
を
す
べ
て
備
え
る
こ
と
の
み
に
留
ま
ら
ず
、

徐
上
減
は
さ
ら
に
、
か
意
。
を
問
題
に
す
る
。

『
渓
山
琴
況
』
の
中
で
グ
意
4
は

絃
聾
断
而
意
不
断
〈
⑪
亮
〉
（
絃
の
音
は
途
切
れ
て
も
、
意
は
途
切
れ
な
い
。
）

鰻
曲
之
意
、
悉
曲
之
情
〈
⑫
軽
〉
（
曲
の
意
を
体
得
し
、
曲
の
情
を
知
り
尽
く
す
）

故
速
以
意
用
、
更
以
意
神
、
小
速
之
意
趣
、
大
速
之
意
奇
。
〈
⑫
速
〉
（
だ
か
ら
、
「
速
」
の
況
は
意
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
、
意
に
よ
っ
て



神
妙
に
な
る
の
で
あ
る
。
小
速
の
意
は
趣
き
で
あ
り
、
大
速
の
意
は
奇
で
あ
る
。
）

但
熱
闘
娯
耳
、
不
知
意
趣
何
在
〈
③
清
〉
（
た
だ
に
ぎ
や
か
で
、
耳
を
楽
し
ま
せ
る
だ
け
で
、
意
趣
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
）

と
い
う
例
の
よ
う
に
、
グ
曲
の
意
。
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、こ
こ
で
も
同
義
と
考
え
る
。
ま
た
汐
意
趣
。
と
い
う
言
葉
と
も
同

じ
意
味
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
こ
の
音
と
意
の
和
合
に
つ
い
て
、
本
文
の
中
で
「
音
之
精
義
」
を
以
て
「
意
之
深
微
」
に
応
じ
る
、と
も
言
っ
て
い
る
。
「
音
の
精

義
」
と
は
、
音
楽
の
細
微
で
純
粋
な
こ
と
わ
り
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
そ
の
直
前
に
細
々
と
列
挙
し
て
い
る
右
手
の
弾
奏
、
左
手
の
吟
、

猿
、
縛
、
注
と
い
っ
た
指
法
の
こ
と
で
あ
り
、

さ
ら
に
指
法
に
関
係
し
て
、
絃
と
い
う
楽
器
そ
の
も
の
や
、
楽
曲
の
理
論
も
、
音
を
構
成
す

る
要
素
と
し
て
当
然
関
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り

こ
こ
で
い
う
グ
音
。
は
、
先
に
論
じ
た
絃
と
指
・
指
と
音
を
合
わ
せ
完
成
さ
せ
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た
後
の
グ
音
。
の
こ
と
で
あ
り

こ
の
，
音
。
と
グ
意
。
を
和
合
す
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
音
の
精
義
」
を
以
て
「
意
の
深
微
」
に

応
じ
る
こ
と
が
、
各
段
階
を
経
た
後
、
到
達
す
べ
き
著
者
の
最
終
的
な
要
求
で
あ
り
、
『
渓
山
琴
況
』
に
い
う
琴
の
「
和
」
の
最
終
段
階
な
の

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

こ
の
「
音
の
精
義
」
と
「
意
の
深
微
」
は
、
『
渓
山
琴
況
』
に
お
け
る
「
和
」
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
考
え

ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
〈
①
和
〉
は
『
渓
山
琴
況
』
の
総
論
で
あ
り
、
著
者
は
ま
ず
こ
こ
で
絃
、
指
、
音
、
意
と
い
う
要
素
の
融
合

に
つ
い
て
述
べ
て
か
ら
、
後
の
各
準
則
で
楽
器
、
演
奏
技
術
、
楽
曲
の
格
調
、
表
現
内
容
、
演
奏
者
が
修
養
し
て
得
る
べ
き
性
情
な
ど
、
様
々

な
角
度
か
ら
四
つ
の
要
素
を
具
体
的
に
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
、
「
音
の
精
義
」
と
「
意
の
深
微
」
と
い
う
こ
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
つ
い
て
、
広
く
二
十
四
の
準
則
全
体
の
記
述
を
分
析
し
な
が
ら
そ
の
意
味
を
考
察
し
、
著
者
の
要
求
す
る
「
和
」
の
境
地
の
具
体
像
を
明

き
ら
か
に
し
た
い
。



(1) 

「
音
の
精
義
」

「
音
の
精
義
」
は
、
楽
器
・
指
法
・
音
楽
理
論
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
先
に
図
で
示
し
た
よ
う
に
、
「
渓
山
琴
況
』
で
は
、
後
半
で
具
体

的
技
術
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
特
に
指
法
に
つ
い
て
論
じ
た
〈
⑬
潔
〉
〈
⑬
潤
〉
〈
⑬
園
〉
〈
⑬
堅
〉
の
四
つ
を
中
心
と

し
て
、
著
者
の
要
求
す
る
琴
の
ぷ
目
。
の
美
を
考
え
た
い
。

〈
⑬
潤
〉
に
次
の
よ
う
に
云
う
。

両
手
謄
絃
、
自
孫
純
粋
・
：
〈
⑪
潤
〉
（
左
右
の
指
法
が
絃
に
応
じ
れ
ば
、お
の
ず
か
ら
純
粋
と
な
る
。
）
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若
手
指
任
其
浮
燥
、
則
繁
響
必
雑
、
上
下
往
来
、
音
節
倶
不
成
其
美
失
。
〈
⑪
潤
〉
（
も
し
指
が
軽
率
で
浮
つ
い
て
い
る
ま
ま
で
あ
れ
ば
、

煩
雑
な
響
き
が
必
ず
入
り
交
じ
り
、
指
が
上
下
往
来
し
て
も
、
音
節
は
と
も
に
美
を
形
成
し
な
い
。
）

一
つ
に
、
著
者
は
音
が
混
じ
り
け
な
く
純
粋
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
先
に
引
い
た
〈
⑬
潔
〉
に
云
う
「
無
声

不
深
、
無
弾
不
磨
」
と
い
う
段
階
ま
で
指
の
鍛
練
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

欲
軽
而
得
所
以
軽
、
欲
重
而
得
所
以
重
、
天
然
之
妙
、
猶
若
水
滴
荷
心
、
不
能
定
擬
。
〈
⑬
固
〉
（
軽
く
し
よ
う
と
思
え
ば
軽
く
な
り
、

重
く
し
よ
う
と
思
え
ば
重
く
な
る
。
水
が
蓮
の
し
ん
に
滴
る
よ
う
な
天
然
の
妙
味
は
、

お
し
は
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
）

そ
し
て
、
二
つ
に
は
変
幻
自
在
で
意
の
ま
ま
の
滑
ら
か
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
、
一
本
一
本
の
指
の
筋
力
を
鍛
え
、
堅
実

な
運
指
を
行
う
こ
と
の
必
要
性
を
し
ば
し
ば
説
く
が
、
こ
れ
も
練
習
を
積
ん
で
、
「
用
力
不
覚
」
の
状
態
ま
で
に
な
っ
て
こ
そ
、
こ
の
天
然
の

妙
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
〈
⑫
重
〉
で
は
、さ
ら
に
こ
の
「
用
力
不
覚
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。



故
古
人
撫
琴
則
日
弾
欲
断
絃
、
按
如
入
木
、
此
専
言
其
用
力
也
。
但
妙
在
用
力
不
覚
耳
。
〈
⑫
重
〉
（
だ
か
ら
、
古
人
が
琴
を
弾
ず
る
時

に
は
、
「
弾
ず
る
に
糸
を
断
た
ん
と
欲
し
、
按
ず
る
に
木
に
入
る
が
如
く
せ
よ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
専
ら
力
を
用
い
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
が
、
妙
境
は
力
を
用
い
て
も
感
じ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
）

こ
の
「
用
力
不
覚
」
の
自
然
な
境
地
が
、
三
番
目
に
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
修
練
の
す
え
得
た
指
法
の
自
然
き
に
よ
っ
て
、
変
化
の
計

り
知
れ
な
い
音
楽
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

①
純
粋
で
あ
る
こ
と
、
②
変
幻
自
在
、
③
「
用
力
不
覚
」
の
自
然
き
、と
、
指
法
の
面
か
ら
、
」
目
。
の
美
を
探
っ
て
き
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、

さ
き
に
二
の
ω

「
指
輿
音
合
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
楽
曲
の
理
論
と
合
っ
て
は
じ
め
て
生
き
る
も
の
で
あ
る
。

不
知
気
候
丙
字
、
指
一
入
絃
、
惟
知
忙
忙
連
下
、
：
・
深
於
気
候
、
則
遅
速
倶
、
不
遅
不
速
得
〈
⑫
遅
〉
（
も
し
、
気
候
と
い
う
も
の
を
知

わ
り
、
不
遅
不
速
も
ま
た
会
得
で
き
る
の
だ
。
）
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ら
な
け
れ
ば
、
絃
上
に
指
を
お
ろ
し
た
と
た
ん
忙
し
く
弾
き
続
け
る
だ
け
で
あ
る
。
：
・
気
候
を
深
く
会
得
し
て
は
じ
め
て
、
遅
速
が
備

こ
こ
で
か
気
候
。
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
先
の
「
篇
中
有
度
、
句
中
有
候
、
字
中
有
肯
」
の
。
候
。
と
同
義
で
、
演
奏
が
放
漫

に
な
ら
な
い
た
め
に
、
必
ず
心
得
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
琴
曲
が
お
の
ず
か
ら
要
求
す
る
節
度
で
あ
る
。
も
と
も
と
庁
候8
は
暦
法

(6
) 

で
一
年
間
を
七
十
二
に
区
分
し
た
一
つ
の
単
位
で
、
「
句
中
有
候
」
の
グ
候
。
も
、
曲
の
緩
急
や
聞
な
ど
の
節
度
を
あ
ら
わ
す
と
思
わ
れ
る
。

(2) 

「
意
の
深
微
」

グ
意
。
は

妙
在
総
毒
之
際
、
意
存
幽
遼
之
中
〈
⑬
細
〉
（
妙
味
は
非
常
に
わ
ず
か
な
際
に
あ
り
、
意
は
静
か
で
奥
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
）

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
特
徴
は
奥
深
く
、
容
易
に
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
非
知
音
未
易
知
」
（
知
音
で
な
け
れ



ば
、
簡
単
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
が
、
も
し
琴
で
そ
の
グ
意
。
を
表
現
で
き
れ
ば
、

暑
可
嬰
也
、
虚
堂
疑
雪
〈
①
和
〉
（
〔
雪
を
表
現
す
れ
ば
〕
暑
さ
を
転
じ
て
虚
堂
に
雪
が
降
っ
た
か
の
よ
う
思
わ
せ
る
）

一
室
之
中
、
宛
在
深
山
遼
谷
、
老
木
寒
泉
、
風
聾
萩
萩
：
・
〈
⑤
古
〉
（
部
屋
中
、
あ
た
か
も
深
山
幽
谷
の
老
木
寒
泉
に
風
が
さ
や
き
ゃ
と

吹
い
て
い
る
よ
う
に
：
・
）

若
在
洞
庭
之
波
〈
④
遠
〉
（
洞
庭
湖
の
波
間
に
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
）

と
い
う
よ
う
に
、
実
際
に
目
の
前
に
な
く
と
も
、

人
の
心
に
働
き
か
け
、
心
象
を
形
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
可
舎
而
不
可
即
」
（
見
る
こ
と

は
で
き
て
も
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
て
「
無
尽
蔵
」
で
、
「
不
可
思
議
」
な
存
在
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
グ
意
。

は
、
「
絃
外
」
に
得
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

グ
意4
は
奥
深
く
微
か
な
所
に
あ
る
。
こ
の
極
め
て
深
淵
で
、
容
易
に
到
達
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
い
う
グ
意
。
が
、
す
な
わ
ち
〈
④
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遠
〉
で
論
じ
る
「
遠
」
と
い
う
境
地
で
あ
る
。

時
為
流
逝
也
、
若
在
洞
庭
之
波
候
緩
侠
速
、
莫
不
有
遠
之
微
致
、
蓋
音
至
於
遠
、
境
入
希
夷
。
・
：
而
中
濁
有
悠
悠
不
巳
之
志
。
吾
故
日

求
之
絃
中
如
不
足
、
得
之
絃
外
則
有
徐
也
。
〈
④
遠
〉
（
水
の
流
れ
を
表
現
す
れ
ば
、
洞
庭
湖
の
波
間
に
居
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ゆ
る

や
か
に
な
っ
た
り
急
速
に
な
っ
た
り
し
て
、
「
遠
」
の
微
か
な
情
趣
の
な
い
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
音
楽
が
「
遠
」
の
況
に

(7
) 

到
る
と
、
境
地
は
希
夷
に
入
る
。
・
：
こ
の
中
に
悠
々
と
し
て
尽
き
な
い
、
志
趣
が
あ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
は
、
こ
れ
を
絃
中
に
求

め
て
も
し
不
足
で
あ
れ
ば
、
絃
外
に
求
め
て
こ
そ
、
余
り
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。
）

こ
の
「
微
致
」
、
「
境
入
希
夷
」
、
「
有
悠
悠
不
己
之
志
」
は
先
に
述
べ
た
グ
意
。
に
含
ま
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

注
意
し
た
い
の
は

」
こ
で
著
者
は

こ
の
「
遠
」
の
境
地
が
「
絃
中
」
（
楽
曲
の
中
）だ
け
で
な
く
「
絃
外
」
（
楽
曲
の
外
）
に
も
求
め



ら
れ
る
と
の
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
遠
」
を
「
絃
中
」
或
い
は
「
絃
外
」
に
求
め
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ

く
〈
④
遠
〉
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

遅
以
気
用
、
遠
以
神
行
、
故
気
有
候
而
神
無
候
、
舎
遠
子
候
中
、
則
気
為
之
使
、
達
遠
子
候
外
、
則
神
為
之
君
。
至
於
神
遊
気
化
、

而

意
之
所
之
玄
之
又
玄
。
〈
④
遠
〉
（
「
遅
」
の
況
は
、
気
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
る
が
、
「
遠
」
の
況
は
精
神
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
だ
か
ら

気
に
は
候
（
楽
曲
の
節
度
）
が
あ
り
、
神
（
精
神
）
に
は
そ
れ
が
無
い
の
だ
。
候
の
中
に
お
い
て
「
遠
」
の
況
を
悟
れ
ば
、
気
は
そ
の

た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
候
の
外
で
「
遠
」
の
況
に
到
達
す
れ
ば
、
精
神
が
そ
れ
を
つ
か
き
ど
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
精
神
を
自
由
に
馳

せ
、
気
が
変
化
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
意
の
向
か
う
と
こ
ろ
は
極
め
て
奥
深
い
境
地
と
な
ろ
う
。
）

こ
こ
で
は
「
候
中
」
「
候
外
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
「
候
」
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
曲
の
節
度
で
あ
る
の
で
、
「
絃
中
」
「
絃

ま
ず
、
「
絃
中
」
の
「
気
有
候
：
・
舎
遠
子
候
中
、
則
気
為
之
使
」
で
あ
る
が
、」
こ
で
。
気
。
と
い
う
も
の
の
存
在
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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外
」
と
同
義
に
考
え
る
。

『
渓
山
琴
況
」
に
お
い
て
庁
気
。
は
、
音
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
重
視
さ
れ
て
い
る
。

約
其
下
指
工
夫
、

一
在
調
気
、
一
在
練
指
。
調
気
則
神
白
静
。
〈
②
静
〉
（
運
指
の
鍛
練
を
集
約
す
る
と
一
つ
は
気
を
調
え
る
事
に
あ

り

一
つ
は
指
の
訓
練
に
あ
る
。
気
が
調
え
ば
、
精
神
は
自
然
と
「
静
」
に
な
る
。
）

先
粛
気
、
澄
其
心
、
緩
其
度
、
遠
其
神
。
〈
⑫
遅
〉
（
ま
ず
気
を
静
粛
に
し
、
心
を
澄
ま
せ
、
度
量
を
ゆ
っ
た
り
と
し
、
精
神
を
「
遠
」

に
到
達
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）

こ
こ
で
の
ぷ
熱
。
は
生
理
的
な
気
で
、
気
息
と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
②
静
〉
で
は
指
法
の
練
習
と
並
ん
で
、
グ
調

気
。
と
い
う
こ
と
が
、
琴
の
運
指
に
お
け
る
鍛
練
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。j調
気
。
と
は
、
気
息
を
と
と
の
え
る
こ
と
で
、
気
息
は
曲
の
構



成
、
緩
急
の
起
伏
に
合
わ
せ
て
い
く
こ
と

つ
ま
り
、
曲
の
節
度
で
あ
る
汐
候
4
と
調
和
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
グ
候
。
は
様
々
に

変
化
す
る
。

候
宜
逗
留
則
少
息
以
侠
之
、
候
宜
緊
促
則
用
疾
急
以
迎
之
〈
③
清
〉
（
候
が
待
つ
べ
き
所
は
「
少
息
」
で
待
ち
、
候
が
急
速
な
所
は
、
「
急

(8
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弾
」
で
処
理
す
る
。
）

か
候
。
と
気
息
が
調
和
し
、
候
の
変
化
に
し
た
が
っ
て
か
気
8

は
自
在
に
、
そ
し
て
適
切
に
変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
に
「
気
有
候
」
（
気
に
は
楽
曲
の
節
度
が
あ
る
）
な
の
で
あ
る
。

こ
の
レ
ふ
、7
に
、
ま
ず

J
ヂ
（
気
息
）
を
媒
介
と
し
て
楽
曲
の
節
度
の
中
で
、
「
遠
」
の
況
を
悟
る
と
い
う
段
階
が
、
す
な
わ
ち
「
絃
中
」

に
P

意
。
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
P

意
。
は
容
易
に
は
触
れ
ら
れ
な
い
奥
深
い
所
に
あ
り
、
急
に
は
そ
の
深
微
な
と
こ
ろ
ま
で
到
達

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

だ
か
ら
、
ま
ず
曲
の
節
度
の
中
で
、
音
と
い
う
も
の
を
頼
り
に
し
て
そ
の
琴
曲
の
グ
意
。
を
探
求
す
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
音
が
、
す
な
わ
ち
「
音
の
精
義
」
で
、
そ
の
中
に
楽
器
・
指
法
・
音
理
と
い
う
要
素
が
合
わ
き
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ

た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
〈
①
和
〉
に
述
べ
た
「
音
の
精
義
」
を
以
て
「
意
の
深
微
」
に
応
じ
る
と
い
う
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
曲
の

4
F
と
い
う
も
の
は
、
当
然
曲
そ
の
も
の
と
切
り
放
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
楽
曲
の
節
度
の
中
で
、
「
絃
中
」

に
グ
意
。
を
求
め
る
と
い
う
一
段
階
は
、
必
ず
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

」
こ
で
用
い
ら
れ
た
庁
気
。
は

こ
の
「
音
の
精
義
」
と
「
意
の
深
微
」
の
架
け
橋
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
著
者
は
『
渓
山
琴
況
』
の
中
で
、
琴
人
と
し
て
指
法
の
訓
練
と
共
に
、
グ
気
。
を
養
う
こ
と
の
重
要
性
を

し
ば
し
ば
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
追
求
す
る
の
が
、
「
絃
外
」
に
，
意
。
を
求
め
る
と
い
う
段
階
で
あ
る
。
こ
こ
で
す
べ
て
を
つ
か
さ
ど
る
の
は
グ
神
。
で
、



市
神
。
は
、
「
神
閑
気
静
」
、
「
神
自
静
」
な
ど
と
あ
る
の
で
、
人
聞
の
精
神
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
、
「
形
神
並
潔
」
の
よ
う
に
、
指
遣
い

な
ど
の
、
外
に
現
れ
る
「
形
」
と
し
ば
し
ば
対
照
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
神
」
は
、
「
遊
神
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
場
所
、

時
代
を
越
え
て
自
由
に
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

所
謂
希
者
、
至
静
之
極
、
通
子
沓
砂
、
出
有
入
無
、
而
遊
神
義
皇
之
上
者
也
。
〈
②
静
〉
（
希
と
は
「
静
」
の
極
み
に
到
達
し
た
も
の
で

あ
り
、
深
淵
の
境
地
と
通
じ
、
有
か
ら
無
に
到
り
、
精
神
を
太
古
に
遊
ば
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
）

即
遊
神
妙
無
聾
之
表
、
其
音
亦
悠
悠
而
自
存
。
・
：
至
於
絃
聾
断
而
意
不
断
。
此
政
無
聾
之
妙
。
〈
⑪
亮
〉
（
精
神
が
無
声
の
世
界
に
遊
べ

ば
、
其
の
音
楽
も
ま
た
悠
々
と
し
て
自
ら
存
す
る
。
・
：
絃
の
音
は
途
絶
え
て
も
、
意
は
絶
え
な
い
と
い
う
境
地
に
到
る
。
こ
れ
が
ま
さ

に
無
声
の
妙
境
と
い
う
も
の
だ
。
）
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『
渓
山
琴
況
』
に
お
い
て
、
「
絃
外
」
に
精
神
の
遊
ぶ
世
界
は
、
こ
の
よ
う
に
絃
の
音
が
絶
え
、
意
の
み
が
続
く
か
無
聾
の
世
界
。
で
あ
り
、

「
静
」
の
極
み
で
あ
る
庁
希8
の
世
界
で
あ
る
。
こ
の
「
無
聾
の
妙
」
こ
そ
が
、
著
者
徐
上
減
の
追
求
す
る
琴
の
演
奏
美
の
最
高
の
到
達
点

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
に
お
い
て
、
精
神
は
自
由
に
伏
義
の
太
古
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

著
者
は
〈
①
和
〉
に
お
い
て
「
古
道
難
復
」
を
嘆
い
て
い
る
。

大
音
希
聾
、
古
道
難
復
、
不
以
性
情
中
和
相
遇
而
以
為
是
技
也
、
斯
愈
久
市
愈
失
其
侍
失
。
〈
①
和
〉
（
大
い
な
る
音
楽
は
微
か
な
響
き

し
か
せ
ず
、
古
の
道
は
復
活
し
が
た
い
。
性
情
が
中
和
に
な
ら
な
い
ま
ま
、
琴
は
技
術
で
あ
る
、
と
い
う
な
ら
ば
、

だ
ん
だ
ん
と
そ
の

伝
は
失
わ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

琴
を
孤
高
の
楽
器
と
し
て
、
衆
俗
に
迎
合
す
る
こ
と
を
全
く
顧
み
な
か
っ
た
著
者
は
、
琴
の
古
道
を
復
活
さ
せ
、
太
古
に
還
る
こ
と
を
願

う
故
に
、
今
現
在
演
奏
す
る
曲
の
世
界
を
離
れ
る
こ
と
を
最
終
的
に
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
音
の
精
義
」
を
以
っ
て
「
意
の
深



微
」
に
応
じ
る
と
い
う
『
渓
山
琴
況
』
に
お
け
る
琴
の
「
和
」
は
、
奏
者
の
自
由
な
精
神
が
、
太
古
に
行
き
着
き
、
「
合
子
古
人
」
（
古
人
と

心
を
合
わ
せ
る
）
に
至
っ
て
は
じ
め
て
完
成
を
見
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

き
て
、
以
上
の
よ
う
に
『
渓
山
琴
況
』
の
「
和
」
は
、
ひ
と
つ
に
は
絃
、
指
、
音
、
意
と
い
う
四
つ
の
要
素
が
融
合
し
て
一
体
に
な
り
、

「
音
の
精
義
」
を
以
っ
て
「
意
の
深
微
」
に
応
じ
る
と
い
う
「
和
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
和
」
の
概
念
の
重
要
性
は
、
主
に
技
術
面
を
論

じ
た
後
半
の
準
則
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

琴
尚
中
和
大
雅
〈
⑫
健
〉
（
琴
は
中
和
大
雅
を
貴
ぶ
。
）

弦
上
之
取
音
惟
貴
中
和
。
〈
⑬
潤
〉
（
弦
上
の
取
音
は
、た
だ
中
和
を
貴
し
と
す
る
。
）

特
に
〈
⑪
宏
〉
以
降
は
、
〈
⑫
宏
〉
と
〈
⑬
細
〉
、
〈
⑬
溜
〉
と
〈
⑫
健
〉
、
〈
⑫
軽
〉
と
〈
⑫
重
〉
、
〈
⑫
遅
〉
と
〈
⑫
速
〉
と
い
う
よ
う
に
、

曲
の
情
趣
、
曲
の
速
度
、
構
成
と
い
っ
た
、
様
々
な
問
題
が
二
つ
一
組
に
な
っ
て
対
比
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
相
対
す
る
二

つ
の
技
術
を
折
衷
し
、
両
者
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
重
視
さ
れ
、そ
の
た
め
に
演
奏
者
に
必
要
と
さ
れ
る
の
が
〈
①
和
〉
で
論

じ
た
「
和
」
で
あ
る
。

例
え
ば
、
〈
⑪
宏
〉
と
〈
⑬
細
〉
で
は
、
音
楽
の
宏
大
な
情
趣
と
、
演
奏
に
お
け
る
細
心
の
注
意
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。

但
宏
大
而
遺
細
小
、
則
其
情
未
至
、
細
小
而
失
宏
大
、
則
其
意
不
針
。
〈
⑪
宏
〉
（
た
だ
広
大
さ
ば
か
り
で
、
細
か
き
を
忘
れ
て
い
る
な

ら
、
情
趣
は
十
分
に
表
現
で
き
な
い
し
、
細
か
さ
ば
か
り
で
、
広
大
き
を
忘
れ
る
な
ら
、
音
楽
の
意
は
の
び
や
か
に
な
ら
な
い
。
）

〈
⑬
溜
〉
は
指
法
に
お
け
る
滑
ら
か
き
、
〈
⑫
健
〉
は
そ
れ
を
支
え
る
剛
健
な
指
の
筋
力
で
あ
る
。



惟
是
指
節
煉
至
堅
賞
、
極
其
霊
活
、
動
必
神
速
。
〈
⑬
溜
〉
（
指
の
関
節
を
鍛
練
し
て
、
押
さ
え
が
強
く
し
っ
か
り
と
し
、
す
ば
や
い
動

き
を
極
め
て
こ
そ
、
動
作
は
神
速
に
な
る
の
で
あ
る
。
）

こ
の
よ
う
に
著
者
は
、
二
つ
の
技
法
の
ど
ち
ら
に
も
偏
り
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、
ほ
ど
よ
さ
を
わ
き
ま
え
る
と
い
う
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
が
、

こ
こ
に
も
、
著
者
の
「
和
」
、
「
中
和
」
の
精
神
の
主
張
が
見
て
取
れ
る
。さ
ら
に
、
音
と
指
法
に
対
す
る
要
求
を
述
べ
た
〈
⑫
軽
〉
〈
⑫
重
〉

に
お
い
て
は
、
著
者
は
双
方
を
論
じ
な
が
ら
、

そ
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
も
偏
る
こ
と
な
い
「
中
和
の
正
音
」
の
重
要
性
を
は
っ
き
り
と
説
い

て
い
る
。不

軽
不
重
者
、
中
和
之
音
也
。
起
調
嘗
以
中
和
為
、
玉
、
而
軽
重
特
損
益
之
、
其
趣
自
生
也
。
〈
⑫
軽
〉
（
「
軽
」
で
も
「
重
」
で
も
な
い
の

は
、
中
和
の
音
楽
で
あ
る
。
起
調
の
時
は
、
中
和
を
第
一
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
「
軽
」
と
「
重
」
を
加
減
し
て
の
み
、

そ
し
て
速
度
の
問
題
と
、
正
音
（
遅
）
と
奇
音
（
速
）
の
対
比
を
論
じ
た
〈
⑫
遅
〉
〈
⑫
速
〉
で
は
、
著
者
は
き
ら
に
一
歩
進
め
て
、
琴
の
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そ
の
興
趣
は
自
然
と
生
じ
る
の
で
あ
る
。
）

音
楽
は
お
お
よ
そ
正
音
を
尊
ぶ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
性
急
に
奇
音
を
捨
て
る
非
を
諌
め
て
い
る
。

指
法
有
重
有
軽

0

・
：
有
遅
有
速
。
如
四
時
之
有
寒
暑
也
。
蓋
遅
為
速
之
綱
、
速
為
遅
之
紀
、
嘗
相
間
錯
而
不
離
。
〈
⑫
速
〉
（
指
法
に
は

「
軽
」
が
有
れ
ば
「
重
」
が
有
る
。
：
・
「
遅
」
が
有
れ
ば
「
速
」
が
有
る
。
そ
れ
は
一
年
に
寒
暑
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
「
遅
」
は
「
速
」
の
大
綱
と
な
り
、
「
速
」
は
「
遅
」
の
綱
紀
と
な
り
つ
ね
に
入
り
交
じ
っ
て
離
れ
な
い
。

・
・
・
琴
操
之
大
程
、
固
貴
子
遅
。
疎
疎
港
港
、
其
音
得
中
正
和
平
者
、
是
為
正
音
、
陽
春
侃
蘭
之
曲
是
也
。
忽
然
費
急
、
其
音
又
係
最
精

妙
者
、
是
為
奇
音
、
雑
朝
飛
鳥
夜
晴
之
操
是
也
。
所
謂
正
音
備
、
而
奇
音
不
可
偏
腰
。
此
之
為
速
。
（
琴
曲
の
本
質
は
本
来
「
遅
」
の
況

を
貴
ぶ
。
ま
ば
ら
で
、
淡
淡
と
し
て
、

そ
の
音
楽
が
中
正
和
平
を
会
得
し
て
い
れ
ば
、
グ
正
音
。
と
す
る
。
「
陽
春
」
、
「
侃
蘭
」
の
曲
が



そ
れ
で
あ
る
。
突
然
急
速
に
変
化
し
、
音
楽
が
極
め
て
妙
味
が
あ
る
の
は
、
府
奇
音
。
と
す
る
。
「
雑
朝
飛
」
、
「
烏
夜
暗
」
の
操
が
こ
れ

い
わ
ゆ
る
グ
正
音
。
を
備
え
、
庁
奇
音
4

一
方
の
み
を
捨
て
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
を
「
速
」
の
況
と
す
る
の
で
あ
る
。
）

（9
）
（
叩
）
（
日
）

徐
上
誠
の
『
太
還
閣
琴
譜
』
の
選
曲
は
、
虞
山
派
の
創
始
者
厳
激
の
編
纂
し
た
「
松
絃
館
琴
譜
』
に
最
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、

で
あ
る
。

著
者
が
庁
正
音
8

と
し
た
「
陽
春
」
「
侃
蘭
」
の
曲
は
両
譜
と
も
に
取
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
グ
奇
音
s
と
名
付
け
た
「
維
朝
飛
」
「
烏
夜

時
」
は
『
太
還
閣
琴
譜
』
の
み
に
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
渓
山
琴
況
』
の
本
文
で
云
う
よ
う
に
、
リ
ズ
ム
が
庁
突
然
急
速
に
変
化
。
す

る
た
め
で
あ
ろ
う
。
琴
で
本
来
貴
ば
れ
る
の
は
「
遅
」
で
あ
り
、
中
正
、
和
平
を
会
得
し
た
，
正
音
。
で
あ
る
。
『
松
絃
館
琴
譜
」
が
徹
底
し

て
こ
の
庁
正
音
。
、
「
遅
」
を
貴
ん
だ
の
に
対
し
、
徐
上
読
は

若
遅
而
無
速
、
則
以
何
聾
為
結
構
。
速
無
大
小
、
則
亦
不
見
其
霊
機
。
〈
⑫
速
〉
（
も
し
「
遅
」
の
況
の
み
で
「
速
」
の
況
が
な
け
れ
ば
、

ど
う
い
う
音
で
曲
を
構
成
し
よ
う
か
。
「
速
」
に
大
小
が
な
け
れ
ば
、そ
の
霊
妙
な
作
用
は
表
れ
な
い
の
で
あ
る
。
）
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と
、
琴
曲
の
構
成
上
「
速
」
の
必
要
性
を
解
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
琴
曲
に
グ
奇
音
。
を
認
め
、
「
速
」
に
大
小
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た

の
は
、
徐
上
競
独
自
の
考
え
で
あ
る
。
著
者
は
、
「
使
指
不
傷
速
中
雅
度
」
（
指
が
「
速
」
中
の
雅
の
度
合
い
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
し
て
「
務

令
急
而
不
乱
、
依
然
安
閑
之
気
象
・
：
」
（
急
速
で
も
乱
れ
な
い
よ
う
に
務
め
、
依
然
と
し
て
安
閑
と
し
た
趣
で
・
：
）
と
い
う
琴
本
来
の
大
雅
の

音
調
の
範
囲
内
で
、
『
松
絃
館
琴
譜
』
の
主
張
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
よ
り
実
際
的
具
体
的
な
音
楽
の
演
奏
美
と
い
う
視
点
を
加
味
し
た
。
そ

し
て
「
遅
」
「
速
」
の
二
つ
の
対
比
的
な
手
法
が
ど
ち
ら
に
も
偏
よ
ら
ず
適
度
の
割
合
に
保
た
れ
て
、
曲
の
意
に
し
た
が
っ
て
交
互
に
変
化
し

て
い
く
状
態
に
、
「
中
和
」
を
見
い
だ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
た
か
も
天
地
に
陰
陽
が
あ
り
、四季
に
寒
暑
が
あ
る
の
と
同
じ
よ

う
に
相
互
に
依
存
し
、
互
い
に
交
差
し
て
、
常
に
分
離
す
る
こ
と
が
な
く
、
「
遅
」
の
み
、
「
軽
」

の
み
で
は
楽
曲
は
体
を
成
き
な
い
と
い
う

徐
上
績
の
論
に
は
、
彼
の
芸
術
創
造
の
機
微
を
窺
い
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。



『
渓
山
琴
況
』
は
、
前
代
の
琴
の
美
学
の
準
則
に
、
新
た
に
演
奏
芸
術
と
い
う
観
点
を
加
え
て
、
二
十
四
条
一
つ
一
つ
の
準
則
を
詳
し
く

論
ず
る
と
共
に
、
相
互
が
緊
密
に
関
連
し
た
、
独
自
の
芸
術
性
を
持
っ
た
体
系
的
理
論
を
形
成
し
て
い
る
が
、
そ
σ3 

『
渓
山
琴
況
」
全
編
を

貫
い
て
い
る
の
が
本
論
で
詳
し
く
分
析
を
試
み
た
「
和
」
で
あ
る
。
著
者
は
、
そ
の
「
和
」
を
二
十
四
条
の
大
綱
と
し
て
、
絃
、
指
、
音
、

意
と
い
う
四
つ
の
演
奏
美
学
の
方
面
か
ら
そ
の
関
係
を
追
求
し
、
そ
れ
ら
が
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
者
の
要
求
す
る
最
高
の
レ
ベ
ル

に
到
達
し
う
る
こ
と
を
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
『
渓
山
琴
況
』
に
お
け
る
「
和
」
は
、
楽
器
、
演
奏
技
術
、
楽
曲
の
格
調
、
表
現
内
容
、
演
奏

者
が
修
養
し
て
得
る
べ
き
性
情
が
融
合
し
て
一
体
に
な
る
と
い
う
「
和
」
で
あ
り
、
二
十
四
条
の
美
学
準
則
が
分
離
し
た
り
偏
っ
た
り
す
る

こ
と
無
く
、
互
い
に
依
存
し
、
交
差
し
て
、
絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス
で
琴
曲
の
美
を
形
成
す
る
た
め
の
「
和
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
徐
上
減
の

そ
れ
ま
で
の
琴
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論
じ
た
「
和
」
は
、
総
合
的
な
美
学
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
広
い
範
囲
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
優
れ
て
お
り
、

論
に
な
い
、
徐
上
誠
の
独
自
の
芸
術
性
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
著
作
と
考
え
ら
れ
る
。

、
淫

(1
) 

(2
) 

(3
) 

演
奏
美
学
と
は
、
演
奏
技
巧
、
楽
曲
の
格
調
、
表
現
内
容
、
演
奏
者
の
修
養
な
ど
、
具
体
的
な
演
奏
芸
術
に
関
す
る
美
学
で
あ
る
。

〈
〉
で
示
す
の
は
、
「
渓
山
琴
況
」
二
十
四
条
の
各
項
目
で
あ
る
。
（
番
号
は
筆
者
に
よ
る
。
）

（
優
柔
、
平
中
〕
急
が
ず
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
。
公
平
で
片
寄
ら
な
い
こ
と
。
北
宋
周
敦
顧
｛
通
書
】
優
柔
平
中
、
徳
之
盛
也
。
天
下

化
中
、
治
之
至
也
。

紳
、
注
、
上
、
下
は
い
ず
れ
も
琴
の
左
指
法
で
あ
る
。
〈
縛
〉
は
、
指
示
き
れ
た
徽
の
下
（
左
側
）
か
ら
上
（
右
側
）
に
所
定
の
位
置
ま
で
急

速
に
絃
を
擦
り
上
げ
る
奏
法
。
〈
注
〉
は
逆
に
、
指
示
さ
れ
た
位
置
ま
で
、
下
へ
、
急
速
に
指
を
す
べ
ら
せ
る
奏
法
。
〈
上
〉
は
、
絃
を
押
き

4 



5 

え
て
音
を
出
し
て
か
ら
、
押
き
え
た
指
を
、
絃
か
ら
離
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
上
（
右
）
方
の
一
つ
高
い
音
ま
で
滑
ら
せ
る
奏
法
。
〈
下
〉
は
逆
に
、

下
（
左
）
方
の
一
つ
低
い
音
へ
滑
ら
せ
る
奏
法
。

〔
固
有
分
数
〕
琴
の
十
三
徽
の
位
置
は
絃
長
の
比
例
で
求
め
る
。
（
絃
長
の
二
等
分
が
七
徽
、
そ
の
ま
た
二
等
分
が
四
徽
と
十
徽
に
な
る
。
）

し
か
し
、
分
割
に
よ
っ
て
求
め
た
徽
の
位
置
が
実
際
の
楽
音
に
適
き
な
い
場
合
、
徽
の
聞
を
さ
ら
に
十
等
分
し
て
示
す
。
例
え
ば
、
「
四
徽
四

分
」
、
「
八
徽
五
分
」
、
「
十
一
徽
三
分
」
な
と
で
あ
る
。

〔
候
〕
禁
仲
徳
氏
は
『
中
国
音
楽
美
学
史
資
料
注
諜
』
（
人
民
音
楽
出
版
社
、
一
九
九O年
）
で
「
も
と
も
と
時
間
の
単
位
で
あ
り
、
気
候
、

節
候
で
あ
る
。
：
・
こ
こ
で
は
曲
の
構
造
、
章
節
を
指
す
」
と
注
し
て
い
る
。

〔
希
夷
）
【
老
子
第
十
四
章
】
視
之
不
見
名
目
夷
、
聴
之
不
聞
名
目
希
。

〔
少
息
、
急
弾
〕
琴
の
右
指
法
。
少
息
は
音
を
待
つ
こ
と
。
少
し
止
ま
っ
て
ま
た
弾
く
。
急
弾
は
速
く
弾
く
こ
と
。

嘉
靖
・
万
歴
年
間
に
江
蘇
地
方
の
虞
山
（
常
熟
）
に
厳
激
を
中
心
と
す
る
派
が
表
れ
、
「
虞
山
派
」
或
い
は
「
熟
派
」
と
呼
ば
れ
た
。
創
始
者

厳
激
は
、
官
僚
と
し
て
世
に
出
た
が
、
失
意
の
う
ち
に
山
林
に
隠
居
し
、
郷
里
の
虞
山
で
琴
社
を
結
成
し
、
「
松
絃
館
琴
譜
』
を
著
し
た
。
こ

の
派
は
音
楽
は
人
の
魂
の
言
語
で
あ
る
と
し
、
後
の
人
に
「
清
、
微
、
淡
、
遠
」
と
概
括
さ
れ
る
虞
山
派
独
自
の
風
格
を
追
求
し
た
。
こ
の

よ
う
な
主
張
は
、
山
水
に
感
情
を
忘
れ
る
と
い
う
当
時
の
文
人
の
噌
好
に
も
合
い
、
虞
山
派
は
急
速
に
明
代
の
琴
壇
で
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
っ
た
。

高
歴
四
十
二
年
（
一
九
一
四
年
）
刊
行
、
『
琴
曲
集
成
』
第
八
冊
所
収
。

徐
上
漏
は
『
太
還
閤
琴
譜
』
三
十
一
曲
の
中
に
、
『
松
絃
館
琴
譜
」
に
収
め
ら
れ
る
琴
曲
二
十
八
曲
中
、
二
十
三
曲
を
入
れ
て
い
る
。
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